
議 案 第 ９ 号  

 

住民基本台帳法の一部を改正する法律及び出入国管理及び難民認 

定法及び日本国との平和条約に基づき日本の国籍を離脱した者等 

の出入国管理に関する特例法の一部を改正する等の法律の施行に 

伴う関係条例の整理に関する条例の制定について 

 

住民基本台帳法の一部を改正する法律及び出入国管理及び難民認定法及び日

本国との平和条約に基づき日本の国籍を離脱した者等の出入国管理に関する特

例法の一部を改正する等の法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例を別

紙のように定める。 

平成２４年６月１３日提出 

 

松戸市長 本郷谷 健 次 

 

 

提  案  理  由 

 

外国人登録法の廃止及び住民基本台帳法の改正により、外国人住民が住民基

本台帳法の適用対象に加えられたことに伴い、外国人住民に係る規定の整備等

を行うため。 

 



住民基本台帳法の一部を改正する法律及び出入国管理及び難民認

定法及び日本国との平和条約に基づき日本の国籍を離脱した者等

の出入国管理に関する特例法の一部を改正する等の法律の施行に

伴う関係条例の整理に関する条例 

 

（松戸市印鑑条例の一部改正） 

第１条 松戸市印鑑条例（昭和６１年松戸市条例第２号）の一部を次のように

改正する。 

  第２条第１項中「次の各号に掲げる者」を「住民基本台帳法（昭和４２年

法律第８１号。以下「法」という。）に基づき、本市の住民基本台帳に記録

されている者」に改め、同項各号を削る。 

  第４条第３項中「一に」を「いずれかに」に改め、第２号を削り、第３号

を第２号とする。 

  第５条第２項中「一に」を「いずれかに」に改め、同項第１号中「又は外

国人登録原票」及び「又は登録」を削り、「又は氏名」を「若しくは通称

（住民基本台帳法施行令（昭和４２年政令第２９２号）第３０条の２６第１

項に規定する通称をいう。以下同じ。）又は氏名若しくは通称」に改め、同

項第２号中「氏名」の次に「又は通称」を加え、同条に次の１項を加える。 

 ３ 市長は、前項第１号及び第２号の規定にかかわらず、外国人住民（法第

３０条の４５に規定する外国人住民をいう。以下同じ。）のうち非漢字圏

の外国人住民が住民票の備考欄に記録されている氏名の片仮名表記又はそ

の一部を組み合わせたもので表されている印鑑により登録を受けようとす

る場合には、当該印鑑を登録することができる。 

  第１０条中「一に」を「いずれかに」に、「その登録」を「登録された印

鑑の登録」に改め、同条第３号を次のように改める。 

⑶ 氏名、氏又は名（外国人住民にあつては、通称又は氏名の片仮名表記

を含む。）を変更したことにより、登録された印鑑が第５条第２項第１

号の規定に該当することとなつたとき。 



（松戸市住民基本台帳カードの利用に関する条例の一部改正） 

第２条 松戸市住民基本台帳カードの利用に関する条例（平成２２年松戸市条

例第２１号）の一部を次のように改正する。 

  第１条及び第２条中「第３０条の４４第８項」を「第３０条の４４第１２

項」に改める。 

（松本清奨学基金に関する条例の一部改正） 

第３条 松本清奨学基金に関する条例（昭和４８年松戸市条例第５０号）の一

部を次のように改正する。 

  第６条第１号中「、又は外国人登録法（昭和２７年法律第１２５号）に基

づく本市の外国人登録原票に登録され」を削る。 

（松戸市難病者援護金支給条例の一部改正） 

第４条 松戸市難病者援護金支給条例（昭和４８年松戸市条例第２０号）の一

部を次のように改正する。 

  第３条中「、又は外国人登録法（昭和２７年法律第１２５号）に基づく本

市の外国人登録原票に登録され」を削る。 

（松戸市重度心身障害者医療費の助成に関する条例の一部改正） 

第５条 松戸市重度心身障害者医療費の助成に関する条例（昭和４８年松戸市

条例第１９号）の一部を次のように改正する。 

  第３条第１号中「、又は外国人登録法（昭和２７年法律第１２５号）に基

づく本市の外国人登録原票に登録され」を削る。 

（松戸市身体障害者結婚祝金支給条例の一部改正） 

第６条 松戸市身体障害者結婚祝金支給条例（昭和４６年松戸市条例第１０

号）の一部を次のように改正する。 

  第３条中「、又は外国人登録法（昭和２７年法律第１２５号）に基づく本

市の外国人登録原票に登録され」を削る。 

（松戸市保育手当支給条例の一部改正） 

第７条 松戸市保育手当支給条例（昭和４４年松戸市条例第６２号）の一部を

次のように改正する。 



  第３条中「、又は外国人登録法（昭和２７年法律第１２５号）に基づく本

市の外国人登録原票に登録され」を削り、「または疾病等のためみずから」

を「、疾病等のため自ら」に、「委託している者」を「委託しているもの」

に改める。 

（松戸市遺児手当支給条例の一部改正） 

第８条 松戸市遺児手当支給条例（昭和４７年松戸市条例第１９号）の一部を

次のように改正する。 

  第３条第１号中「、又は外国人登録法（昭和２７年法律第１２５号）に基

づく本市の外国人登録原票に登録され」を削る。 

（松戸市敬老祝金支給条例の一部改正） 

第９条 松戸市敬老祝金支給条例（平成８年松戸市条例第２８号）の一部を次

のように改正する。 

  第２条中「、又は外国人登録法（昭和２７年法律第１２５号）に基づく本

市の外国人登録原票に登録され」を削る。 

（松戸市ねたきり身体障害者等福祉手当支給条例の一部改正） 

第１０条 松戸市ねたきり身体障害者等福祉手当支給条例（昭和４８年松戸市

条例第１１号）の一部を次のように改正する。 

  第３条中「、又は外国人登録法（昭和２７年法律第１２５号）に基づく本

市の外国人登録原票に登録され」を削る。 

（松戸市災害弔慰金支給条例の一部改正） 

第１１条 松戸市災害弔慰金支給条例（昭和４２年松戸市条例第１９号）の一

部を次のように改正する。 

  第１条中「、又は外国人登録法（昭和２７年法律第１２５号）に基づく本

市の外国人登録原票に登録され」を削る。 

（災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正） 

第１２条 災害弔慰金の支給等に関する条例（昭和５０年松戸市条例第１９

号）の一部を次のように改正する。 

  第２条第２号中「又は外国人登録法（昭和２７年法律第１２５号）に基づ



き外国人登録をしている者」を削る。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、平成２４年７月９日から施行する。 

 （松戸市印鑑条例の一部改正に伴う経過措置） 

２ この条例の施行の際現に第１条の規定による改正前の松戸市印鑑条例第２

条第１項第２号の規定に該当することにより印鑑の登録を受けている者（以

下「外国人印鑑登録者」という。）又はその登録の申請をしている者であっ

て、この条例の施行の日（以下「施行日」という。）において住民基本台帳

法の一部を改正する法律（平成２１年法律第７７号）附則第４条第１項の規

定に基づき住民票が作成されるものは、施行日において第１条の規定による

改正後の松戸市印鑑条例（以下「新条例」という。）第２条第１項の規定に

該当することにより当該印鑑の登録を受けている者又は当該登録の申請をし

ている者とみなす。 

３ 市長は、施行日の前日において外国人印鑑登録者又はその登録の申請をし

ている者であって、施行日において新条例第２条第１項の規定に該当しない

ことにより印鑑の登録を受けることができないものに係る当該印鑑の登録又

は当該登録の申請については、施行日において当該印鑑の登録を抹消し、又

は当該登録の申請を受理しないものとする。 


